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特集：何故日本では AA メンバーが増えないのか 
 

 
「初めて来た仲間に声をかけましょう・・」 

あるミーティング場の出来事 
知っている仲間がいるかな～そんな気持ちで会場を

訪れました。すでに座っている仲間達に会った事があ

るような、無いような・・・ 
私は｢こんばんは｣と言いながら、コーヒーを入れて、

適当に座りました。仲間達はちらっと私を見ていたが

ワイワイガヤガヤ・・・私には誰も声をかけません。(私
も声をかけませんでした)。そうか～ 自分もグループ

に知らない仲間が来た場合、声をかけないことがある

な～。そんな事を考えながら座っていました。ミーテ

ィングが始まる頃前に会った事がある仲間が来ました

が、まさか東京の私がいるとは気がつかずミーティン

グが始まった。終わってから久しぶりですね・・・そ

んな会話が交わされた。日本の方々のミーティング場

でこんな光景が見られていると思います。 
初めて AA ミーティングに来た仲間？は、なんて無

愛想な処だと思うかもしれません。（かえってそっとし

ておいてくれた方がいい人もいるでしょうが・・・）

でも煩いと思っていても実は声をかけてくれるのを待

っているのかも知れないのです。私のグループでは初

めての知らない仲間にも「おかえりなさい」と声をか

けます。「おかえり？」変です・・・でも長い間「おか

えり」なんて言ってもらってないし、変ですが私も嬉

しいものでした。別れる時には握手をして、新しい仲

間には「又来てください」。そんな小さな言葉が又来て

みよう、閉ざしていた心が少し開くかもしれません。 
「何故日本の AA ではメンバーが増えないのか？」 
広報が足りない、スポンサーシップが少ない、プログ

ラム？幾つもの言葉が浮かんできます。 
でも私達にできる事、自分の足でミーティング場に来

た新しい仲間に言葉をかけませんか？まず｢こんにち

は｣「こんばんは」「おかえりなさい」「はじめまして」。

人見知りをする事が多い AA メンバーだから、一言だ

けで会話が弾まないかもしれないけど、何かが生まれ

てくると思います。そして、その仲間が AA を初めて

なら、ワンデーグッズ？を渡しましょう・・・ 
常任理事に就任する時はもっと積極的な広報をやっ

ていこうと・・・その方法はと考えていましたが、た

いした事しないまま一年が過ぎようとしています。 
来年は仲間達の知恵と力を借りながら 「どうしたら

積極的な広報がやっていけるのか？」「どうしたらまだ

AAを知らないで苦しんでいるアル中にAAを知らせて

いけるのか？」そんな事をテーマにした集まりを持ち、

私たちで行える事から実現させていきたいと思います。

それには幾人もの仲間の手助けが必要です。アイデア

がある仲間、時間がある仲間、なにかワイワイやりた

い仲間を募集しています。興味のある仲間、私の電話

またはアドレスまで連絡をお待ちします。 
明日からまず私達にできる事、 
メンバー一人一人が新しい仲間に声をかける・・・そ

して一緒にやりませんか（あなたのスポンサーにして

ください）と声をかけるようにしましょう。 
（私のグループではワンデーメダル、ハンドブック、

ようこそ AA、スポンサーシップ Q＆A、地区のミーテ

ィング案内図等を一つにして常備しておき、ワンデー

の仲間にお渡ししています） 
連絡先 yamaaa@live.jp   090-4435-5286 

常任理事 島原  
                      
「なぜ日本では、ＡＡメンバーが増えないのか？」 

 
私は今、１５年のソーバーを頂いております。この様

な事を言えば、以前の私でしたら「よかぶっせい!! 」

○注鹿児島の方言で「良い恰好をして…という意味」と

思っていました。でも今自分がそう言えるのは、１５

年前、７回目の精神病院入院生活をしていた時に、自

分で酒は絶対やめることは出来ないと思っていました。

その私が１５年酒を飲まずにいれたのは、何か不思議

な力に頂いたものだと思えるからです。「なぜ日本では、

ＡＡメンバーが増えないのか？」このテーマで寄稿し

て欲しいとの要望を受け、私なりの経験考えを述べた

いと思います。 
今、日本のＡＡメンバーは約 4500 から 5000 人と云わ

れています。5 年前は 4000 から 4500 人と云われてい

ました。数の上から見れば僅かですが増えているので

しょう。しかし日本にＡＡが伝わってから約 33 年がた

っています。ビルＷとドクターボブの 2 人から出発し

たアメリカをはじめ世界では 200 万人を超えているこ

とを見れば少なすぎる数字です。 
初めてＡＡに来た人のほとんどの人が半信半疑でやっ

て来たと思います、自分の意思で来た人より、医療、

行政の方々から背中を押されて来た人の方が多いとい

われています。ＡＡメンバーのメッセージで来た人も

いるでしょう。そんなニューカマーがＡＡにやって来

た時に、グループで旨く対応できていないのでは？数

回来ただけで来なくなる仲間を、沢山観てきました。

私が最初ＡＡに繋がった時は、ＡＡでは教える事はし

ない。頭で酒は止められない。仲間は平等である。等々

2008 年 12 月 20 日 Alcoholics Anonymous 

ＡＡ日本ニューズレター 
ＮＰＯ法人ＡＡ日本ゼネラルサービス（ＪＳＯ） 

No.133 



2 
色々な事が言われていて、理解できない事ばかりでし

た。だから仲間に色々聞く事は出来なかったし、本を

読んでも役に立たないとか言われて、本を読まずにＡ

Ａの事がどうして分るんだとか、先ゆく仲間も同等な

んだと自分の考えと違う時は反発したりしていました。

しかし今では色々な経験で理解できるのですが当時は

出来ませんでした。 
だから最初にＡＡの 3 原則といわれる 1：ミーティン

グに出る。2：スポンサーを持つ。３：ホーム・グルー

プをもつ。を提案しなければいけないと思います。 
１、１の大切なことは、出るだけでは駄目で人の話を

よく聞いて自分の考え方、生き方を変えていく。 
２、２は、3 つの提案の中で一番大切の事だと思いま

す。自分が最初にスポンサーを持とうと思ったのは、

偉い人（当時はそう考えていました）ＡＡの常任理事

の方に限ると思いました。そうすれば周りの人が自分

を見直すだろう。という単純な考えでした。ただそれ

だけで、何の相談をするわけでもなく、以前の自分の

考えで行動していました。しかし今のスポンサーには

自分が間違えた事を正直に話し、迷うことがあれば

色々相談しています。だから自分が楽にして貰ってい

ます。今度もう一人スポンサーをお願いしました。Ａ

Ａで言われるサービス・スポンサーです。その方から

はサービスのことを色々学んでいます。「ＡＡの役割は、

自分を成長させて貰える特権である。だから輪番制と

いうのがある」と、だから自分に役割が回ってきた時

は喜んで出来る様になりました。 
３、ホーム・グループを持たずにやっておられる方も

よく見ますが、うまくやって居られる方よりも、ＡＡ

から消えて行く人の方が多かった様です。色々のグル

ープに顔を出す、それも大きな力を貰えるかもしれま

せんが、しょせん帰る家がない家族と上手くやってい

けないホームレスです。だからホーム・グループは家

族ではないかなと思っています。 
先日、福岡の先ゆく仲間と電話で今度のテーマのこ

とで色々話す中で、「ＡＡでは、皆平等である」この事

で自分の考えを話しました。 
アルクホーリックである事は同じでも、新しい人と先

ゆく仲間は平等だと考えているのはおかしい。と言っ

たところ、彼が亡くなったピーター神父の言われたこ

とを話してくれました。「ＡＡで古い仲間がそれを言え

ばそうである、裏返して新しい仲間がそれを言えば、

嫉妬である」自分もそうであった。目から鱗が落ちま

した。やはり自分の考えを正直に話せば、古い仲間か

ら良い事を教えてもらえるという事です。 
最後にＡＡの言い伝えで、良い言葉を知りました。 

「ＡＡの魔法の杖…」それは行動である。 
ニュー鹿児島Ｇ石松 

「メンバーの増えるところと、 
増えないところ？」 

２０年前に、県の中程にある K 市で、アディクション

の専門医の手助けを受け、AA と出会うことができまし

た。そのプログラムの効果と、深い感謝の思いから、

長いこと気になっていた県南の AA のない地域で、約 4
年前からグループをスタートしました。以前の自分の

ようにアルコールで苦しむ方々と出会いたいと、週１

回夜のミーティング、月に１～２回の昼のミーティン

グを開催しています。なかなかメンバーの増えないミ

ーティング場を維持しながら、そのＳ市周辺でのメッ

セージ活動に四苦八苦している現在です。どうしたら

この S 市でも AA を利用していただけるか。自分が AA
活動のメインにしてきた、今でも年々メンバーが増加

している K 市の状況と比較しながら、このところ考え

つつあることをいくつか、書き出してみたいと思いま

す。 
Ｓ市でのグループ活動スタート時には、当然ながら

市内や周辺の関係機関へ案内含めご挨拶に回ったつも

りでいました。そうした個々の機関を訪問することを

継続していくことが大切とは思いつつも、自分の他の

役割にかまけ、長く訪問を中断してしまっていました

ので、参加者が増えないのはそうしたことが大きな原

因かと考え、２００８年はかつて訪問した場所や、以

前行けないでいたところにも少しずつ足を伸ばすよう

努めてきました。そして、そうした関係者とお会いす

るいろいろな場面の中で、何故 K 市でメンバーが増え

るのか、つまりＳ市周辺にないものが、遅まきながら

より理解出来てきました。それはＫ市に専門医がいる

ことで、Ｋ市周辺は医療関係者の病気に対しての理解

とその治療の流れが整っていること。そしてその専門

医が社会資源としての AA の効果を理解し、なお信頼

して患者さんの背中を強力に押して下さっていること

でした。この秋には、ある治療機関訪問からの帰り道、

自分自身が K 市でそうした治療の流れの中で、命が助

けられてきたことの感謝と、どう表現したらよいのか

戸惑うような悲しみもあいまって、ハンドルを握りな

がらも涙が溢れてしまうことがありました。（しかし、

こういう思いからは前向きな力が湧いてきますね。） 
現実として、今の自分達に出来ることは何か。 
考えたことの１つめ。現在のこの地域での専門医の

不在や治療の流れに関しては、どうすることもできな

い。しかし、AA を社会資源として有効に利用して下さ

っている県内の他の地域の関係者に、病気のこと、自

助グループの効果について、またその利用の仕方など、

関係者が関係者にメッセージをしていただけるような

場を設けることはできそう。《おっ！これは広報フォー

ラム？》もちろん私達が直接関係者に説明し働きかけ

ることも大切ではありますが、今までの広報フォーラ

ムの報告書を読ませていただくと、そうした場で関係

者間の情報交換をしていただくことも、より効果的な

方法かとも思えます。 
そして２つめ。関係者の皆様やたくさんの AA メン

バーの方々の応援でやっと AA の芽が出始めた２０年

以上前の K 市や県内の事情に詳しい、ある活動的な関

係者に、「S 市周辺、県南はなかなか難しくて・・・」

と最近ついボヤキをこぼした時のこと。即座に返って

きたのは「昔、先行く仲間がしてくれたように、セミ

ナーをどんどん開催するとか、とにかく動くことだよ

ね。」の言葉。関係者に回復する病気であることをご理

解いただくには、実際の回復者を見ていただく。私達

の経験を聞いていただく。「ですよね～。本当にそれが

一番ですね～。」と笑顔で返答しながら、オープンスピ

ーカーズなどのセミナー開催はもう少し先に・・・と
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思っていた私はもう内心ドキドキ。 

3 つめ。以上のようなセミナーを開催するにしても、

できるだけ多くの関係者に会場に足を伸ばしていただ

けるような関係を日頃から作っていくこと。やはり足

で稼ぐ？ 
４つめ。現在のミーティング開催の方法を再検討し

てみること。 
以前 K 市でも AA という自助グループは本を読ませ

られたりして、難しい場所というイメージがあったと

仲間が話していたことや、昨年初めて見た D 会のパン

フレットが、カラーのイラストの多い、とてもわかり

易く読みやすいものであることに感心させられたり、

また最近、他県ではありますが、関係者の方から「AA
は頭のよい人たちの行くところのようだから」（え～

っ！）というような感想をいただいたという話も聞き、

何か胸に引っかかるようになりました。私自身はどち

らかというと、よりステップの分かち合いにこだわっ

たミーティングを望んで今回グループをスタートした

のですが、AA のよさを大切にしながらも、もっと関係

者やご家族の感想、意見を聞きながら、現状のミーテ

ィングが初めての方々が参加しやすい場であるのか、

グループの仲間たちと改めて話し合ってみたいと考え

ています。 
この県南の地域でもアルコールの問題で苦しむご本

人、ご家族は多くいらっしゃるようで、関係者の方々

も大変ご苦労されているのに、AA を含む自助グループ

があまり活用されていない状況は辛いものがあります。

しかし、けっして焦ることなく、できること、できな

いことを仲間や関係者の方々と相談しながら、こつこ

つとやっていきたいと思っています。何しろ、こうし

た過程が自分自身のソブラエティを守り、幸せな生き

方を教えて下さると実感していますので。東北地域 T 
「AA のメンバー数について」 

ここ数年、日本の AA のメンバー数が何故増えない

か？、という問いかけが頻繁に聞こえるようになりま

した。それとも増えているの？という疑問もあります。 
‘０７年にメンバーシップサーベイなるアンケート調

査がありました。その調査に携わった人たちは、結構

徹底した調査を敢行しました。その結果日本には５０

０グループ有って約５０００人のメンバー数が確認さ

れました。 
どんな団体であれ人の集まりは一時はある程度伸びる

がやがて頭打ちになるのが、世の常です。AA とて例外

ではないのかとも思えます。 
世界中で約２００万人のメンバー数の内アメリカだけ

で１００万人超のメンバー。残りの１００万人を仮に

AA グループが有るとされる１５０ヶ国で割ると約６

７００人。日本の５０００人は世界平均を少しだけ下

回ることになります！！ この現実は不安なのか安心

なのか、それともあまり意味はないのか？ 
何故増えないのか？にスポットを当てれば、幾つかの

理由が考えられます。マスメディア、医療、行政等に

対するメッセージ不足があげられるでしょう。 
私は、東京で病気になり、東京で AA につながりまし

た。基本的に週３～４回のミーティングに通い週１～

２回の委員会やメッセージに顔を出しています。私の

行く場所は何処もメンバーで溢れています。時間不足

でミーティングで発言できない事も度々ありますがそ

れはそれで受け入れています。ですが、場所によって

異なりますが、実際はミーティング場に来る仲間の大

半、若しくは殆どの方は病院や施設からの方達です。

その方達のメンバー意識はかなり薄いのが現状ですが、

それは仕方がありません。私とて最初からメンバーに

なるつもりで AA にきたわけでありませんから！ 
近視眼的に東京目線で見てもどうかとは思いますが、

そのようにメンバー意識を持たない方や、近年増えつ

つあるホームグループを持たないいわゆるホームレス

の方達を含めたなら、５０００人の２倍から３倍は AA
のキャンパスに日常的に出入りしているのではと、思

うのですが！。私の思い過ごしでしょうか？。 
１９７５年に、最初は一桁の数人の仲間で立ち上げた

日本語 AA グループが３３年後の現在５０００人を数

えるまでに成長した。多いか少ないかは別にして、こ

れは紛れもない事実でしょう！。問題は伸び率なのか

もしれません。 
AA というアメリカ生まれの霊的なプログラムが、基本

的には仏教思想の日本の土壌でどれだけ根を張り芽を

だせるのか、とにかく種は蒔かれたわけです。 
今年も、今年もです！私の周りだけで、私の直接知っ

ているメンバーが５～６人亡くなりました。死因は

様々ですが、全国的には年間どの位のメンバーが亡く

なるのでしょうか？。そのようなデーターがあるのか

ないのか知りませんが、聞いたことはありません。今

後 AA 人口が、爆発的に増えることはあまり期待でき

ませんが、それでも少しずつですが増えつつあるとい

う実感はあります。実際に亡くなったメンバーの数だ

け確実に減るわけですが、全体の数字は減らないから

です。 
亡くなっていく方達を上回る新たなメンバーが誕生し

ている証だと思えます。 
「人事を尽くして天命を待つ」の例えもあります。個々

のメンバーや各グループがステップや伝統を通して次

の人に述べ伝えてゆくなら、必ず明るい未来があると

私は信じています。私の周りのメンバーやグループは、

結構サービス活動を活発に行動しています。時代によ

ってサービス形態も変っています。 
大局的に観て、今は増えるか増えないのかの過渡期な

のかも知れません。 
潜在的な方も含めると、日本におけるアルコール依存

症者の数は３００万人～４００万人とも聞いたことが

あります。メンバー候補生には事欠かないわけです。

効率良くという考えは大事な事かも知れませんが、私

は地道な個人ベースのメッセージに救われました。 
今、生かされている、という実感があります。命ある

限りサービス活動を続けたいと思います。それが私の

生きる道ですから！！         東京 野口 

第 20 回 WSM（ワールドサービスミーティング） 

WSM 後期評議員まさよ 
第 20 回 WSM は「サービス：感謝を行動に表す（仮

訳）」(Service： Gratitude in Action)をテーマに 10/26
（日）－30（木）、ニューヨークで開催されました。ベ
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ラルーシとラトビアが新規に参加し、計 35 カ国/地域

から 59 名の仲間が集いました。今まで日本からは

WSM 評議員は前期後期各 1 名の計 2 名が派遣されて

いましたが、今年の評議会の決定を受け、ここ 4 年間

は WSM 評議員 1 名体制ですので、今回は後期私一人

の参加でした。 
WSM は、共同創設者ビル W.の発案により 1969 年

に始まりました。ビルは AA 全体のことについて何時

までも合衆国/カナダが取り仕切るのは逆三角形である

べき AA の原理から考えておかしく、その代わりとな

る世界レベルの意思決定の場を作るべきだと考えたの

です。第 2 回は 1972 年、以後は 2 年に 1 度開催され

ています。 
基調スピーチ、各国の現状報告、そして 1.サービス

において感謝の念をどのように表現しているか？ 2.
若い仲間が一体感を持ち、居心地を良くするには？  
3.世界的な成長と変化 4.メンバーシップサーベイ－

サービスにおける有益なツール 5.AA の書籍を分か

ち合うことの重要性 6.オンライングループ－どのよ

うに機能しているか？ アノニミティは守られている

か？ 伝統に沿っているか？の計６つのプリゼンテー

ションが行われました。ちなみに私は 2 について、自

分がヤングとしてつながった経験を中心に分かち合わ

せて頂きました。 
小グループに分かれて話し合うワークショップは 1.

新しいメディアと伝統 2.常任理事会とジェネラルサ

ービスオフィス（GSO 日本では JSO）はその国の法

制にどのように適用しているか、そして 3.概念１０

（「すべてのサービスの責任には同等の権限が伴わな

ければならない。その権限の範囲は常によく定義され

ていなければならない」）の３つが行われました。 
これらを通して感じたことは、AA はどこでも同じであ

り、と同時に「所変われば AA も変わる」と言うこと

です。女性、ヤングの参加はどこでもあまり芳しくな

いようです。AA と治療施設の関係も「協力すれど従属

せず」であるべきなのですが、施設からアルコールに

問題のない人も送り込まれきてしまいミーティングが

混乱する等必ずしもそうなっていないことも日本同様

のようです。 
そしてメインテーマのサービスですが、どこの国でも

人材難のようです。AA を成り立たせる三角形の一辺、

サービスの原理＝１２の概念についてメンバー間であ

まり理解されていないこともどの国でも同じのようで

す。私自身、「１２の概念」を読んだことはあっても仲

間と分かちあったことがほとんどなかったので、概念

１０のワークショップには気後れしながら臨んだので

すが、他の国からの仲間も同じようで正直、ほっとし 
ました。 
 一方、日本とは「違う」と感じたこともあります。 
アフリカではミーティング中に強盗が押し入ったり、

北米やオーストラリアなど大きな国では地区委員会の 
 

ために何百キロもクルマを走らせたりしているのだそ

うです。またアフリカやインドでは多くの言語があり、

書籍もそれだけの言語に翻訳する必要があります。み

なこのようなハードルを「問題」ではなく、果敢にも

「挑戦」と表現していました。治安も良く、国土も狭

く、基本的に単一言語の日本で「遠い」だの「大変だ」

と文句をたれていた自分が恥ずかしくなりました。 
そしてプリゼンテーションのテーマともなったオン

ライングループですが、日本ではまだオンライン上の

ミーティングは存在してもグループはありません。し

かし遠隔の地に住んでいたり、病気や障害等で家から

出られない仲間のために、グループとしての存在を認

めている国がかなりありました。そのグループの代議

員は地域のサービス活動に参加し、地域もグループと

しての存在を認めているのだそうです。もちろん伝統、

特にアノニミティやネット上のエチケットに配慮して

も批判的言動がエスカレートしがち、献金の徴収/サー

ビス活動への参加が困難、たとえスリップしてもいま

いち分らない等問題も多いようで、通常のミーティン

グに代替しうるものではなく、止む得ない場合の次善

の策のようです。 
また AA で本名ではなくニックネームを名乗る風習

があるのは参加国中でもやはり日本だけのようでした。 
ところで今回は家族（夫/妻だけでなく子供、親など）

や友人と一緒に来られた仲間がかなりいらしたことに

は驚きました。評議員が会議中、同行の方々は現地の

歓迎委員会の手厚いおもてなしでニューヨーク観光を

満喫されていました。「良い埋め合わせになった」とみ

んな喜んでいました。また夜は夜で時差ぼけ（ともち

ろん興奮）で眠れないのを生かして仲間と連れだって

現地の深夜ミーティングに出かけたりと、AA を愛し、

リラックスして楽しみながらサービスに参加していま

す。こういうソブラエティもあるのだなあ、と「目か

ら鱗」でした。 
詳細につきましては各地域でのラウンドアップもし

くは地域集会などで報告させて頂きたいと思います。1
名で報告にあたるため、至らぬ点も出てくるかもしれ

ませんが、ご理解とご協力のほど、お願い申し上げま

す。そして例年のように報告書（原文の英語のものを

ボランティアの仲間が日本語に翻訳して下さるもの）

も、各グループの代議員宛に送付させて頂きます。世

界の AA について、実に興味深いことが書いてありま

すので是非、ご一読下さい。 
なお次回第 21 回の開催地は 10 カ国にものぼる立候

補国の中からメキシコシティに決まりました。テーマ

は「スポンサーシップ： 私たちの責任」(Sponsorship: 
Our Responsibility)です。 
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